きたなく、 殊に 鼻と 耳に はまつ くろに すみが ついて、 

たぬき い 

何だか 狸 の やうな 猫の こと を 云 ふので す。 

ですから かま 猫 は ほかの 猫に は 嫌 はれます。 

けれども この 事務所で は、 何せ 事務長が 黒猫な もん 

ですから、 この かま 猫 も、 あたり 前なら いくら 勉強が 

できても、 とても 書記なん かに なれない 害の を、 四十 

人の 中から えらびだされ たのです。 

大きな 事務所の まん 中に、 事務長の 黒猫が、 まつ 赤 

らしゃ テ I ブル 

な 羅紗 を かけた 卓 を控 へて どっか リ 腰かけ、 その 右 

側に 一番の 白 猫と 三番の 三毛猫、 左側に 二番の 虎猫と 

四番 のか ま 猫が、 めいめい 小さな テ ー ブル を 前にして、 



釣らる る 危険 あり。 特に 黒猫 は 充分に 猫なる こと を 表 

あら ざ くろぎ つね 

示し つ つ 旅行す るに 非 れば、 応々 黒 狐 と 誤認せられ、 

本気に て 追跡 さるる こと あり ご 

「よし、 いまの 通り だ。 貴殿 は 我輩の やうに 黒猫で は 

ないから、 まあ 大した 心配 は あるまい。 函 館で 馬肉 を 

警戒す るぐ らゐの と - J ろ だ。 」 

「さう、 で、 向 ふでの 有力者 は どんな もの だら うご 

「三番 書記、 ベ— リング 地方 有力者の 名称 を 挙げよ ご 

「はい、 え、 と、 ベ— リング 地方と、 はい、 ト バス キ—、 

ゲン ゾス キ—、 二 名であります ご 

「トバ スキ— と ゲン ゾスキ ー とい ふの は、 どうい ふや 



ふんばった ために、 テ— ブルが 少し 坂に なって、 べん 

たうば こがす るする つと 滑って、 たうと うがたつ と 事 

務 長の 前の 床に 落ちて しまった のです。 それ はで こぼ 

こで はあり ましたが、 アルミ ニュ ー, ^ でで きて ゐ まし 

たから、 大丈夫 こ はれませんでした。 そこで 虎猫 は 急 

いで あくび を 切り上げて、 机の 上から 手 をのば して、 

それ を 取らう としまし たが、 やっと 手が かかる かか か 

ら ないか 位な ので、 べんた うば こ は、 あっちへ 行った 

りこつ ちへ 寄ったり、 なかなか うまくつ かまり ません 

でした。 

「君、 だめ だよ。 とどかない よご と 事務長の 黒猫が、 



も ぼく はやめない ぞ、 きっと こらへ るぞ と、 かま 猫 は 

泣きながら、 にぎりこぶし を 握りました。 

ところが その 事務長 も、 あてに なら なくなりました _ 

それ は 猫なん ていふ もの は、 賢い やうでば かなもので 

す。 ある 時、 かま 猫 は 運 わるく 風邪 を 引いて、 足の つ 

わし は 

けね を 椀の やうに 腫ら し、 どうしても 歩け ませんで し 

たから、 たうとう 一日 やすんで しま ひました。 かま 猫 

の もがき やうと いったら ありません。 泣いて 泣いて 泣 

きました。 納屋の 小さな 窓から 射し 込んで 来る 黄い ろ 

な 光 を ながめながら、 一日 一杯 眼 を こすって 泣いて ゐ 

ました。 



「まるで 暴風 だね、 え、 ご 黒猫 は、 かま 猫 を 見ないで 

斯う 言 ひながら、 もうす ぐ 仕事 を はじめました。 

「さあ、 今日は 昨日の つづきの アンモニア ックの 兄弟 

を 調べて 回答し なければ ならん。 二番 書記、 アン モニ 

アツ ク 兄弟の 中で、 南極へ 行った の は 誰 だ ご 仕事が は 

じ まりました。 かま 猫 はだ まって うつむいて ゐ ました- 

原簿がない のです。 それ を 何とか 云 ひたく つても、 も 

う 声が 出ませんでした。 

「パン、 ポラリスであります ご 虎猫が 答へ ました。 

「よろしい、 パン、 ポラリス を 詳述せ よご と 黒猫が 云 

ひます。 ああ、 これ は ぼくの 仕事 だ、 g 簿、 原簿、 と 



かま 猫 はまる で 泣く やうに 思 ひました。 

「パン、 ポラリス、 南極 探険の 帰途、 ヤップ島 沖に て 

死亡、 遺 i は 水葬 せらる ご 一 番 書記の 白 猫が、 かま 猫 

の 原簿で 読んで ゐ ます。 かま 猫 はもう かなしくて、 か 

なしくて 頰の あたりが 酸っぱく なり、 そこらが きいん 

と 鳴ったり する の を じっと こら へ てうつ むいて 居り ま 

した。 

事務所の 中 は、 だんだん 忙しく 湯の 様になって、 仕 

事 はずん ずん 進みました。 みんな、 ほんの 時々、 ちら 

つと こっち を 見る だけで、 た、 V 一 こと も 云 ひません。 

そしてお ひるに なりました。 かま 猫 は、 持って来た 
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